
 

皆
も
、
図
書
室
で
本
を
借
り
た
り
し
て
、
こ
れ
ま
で

色
々
な
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
お

話
の
内
容
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
鮮
明
に
覚
え
て
い
る

本
は
、
ど
れ
だ
け
あ
る
だ
ろ
う
か
▼
私
は
本
が
好
き
で
、

た
く
さ
ん
の
本
を
楽
し
み
な
が
ら
読
ん
で
い
た
。
し
か

し
、
い
ざ
友
達
に
す
す
め
し
よ
う
と
す
る
と
内
容
が
一
部

し
か
思
い
出
せ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
▼
中
学
生
の

こ
ろ
、
ど
う
せ
思
い
出
せ
な
い
の
な
ら
、
感
動
し
た
あ
の

が
第
１
セ
ッ
ト
を
奪
う
。  

第
２
セ
ッ
ト
も
両
者
一
歩
も
譲

ら
な
い
、
白
熱
し
た
展
開
に
な
っ

た
が
、
最
後
は
強
烈
な
ス
パ
イ
ク

が
決
ま
り
、
15
対
８
で
３
Ａ
が
制

し
た
。
そ
し
て
会
場
か
ら
は
、
最
後

ま
で
諦
め
ず
に
粘
り
強
さ
を
持
っ

て
両
者
と
も
戦
い
抜
く
姿
に
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。 

 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

 

３Ⅾ

対
１
Ｈ
の
決
戦
は
、
多
く

の
観
客
が
見
守
る
中
で
始
ま
っ

た
。
開
始
直
後
、
３
Ｄ
が
敵
陣
に
攻

め
入
り
、
２
点
を
先
制
。
し
か
し
す

ぐ
に
１
Ｈ
が
２
点
を
返
す
。
し
か

し
、
３
Ｄ
が
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
で
得

点
。
第
１
ピ
リ
オ
ド
は
３
対
２
と

な
っ
た
。 

言
葉
も
、
共
感
し
た
感
情
も
、
憧
れ
た
主
人
公
の
性
格
も
、
意
味
が

な
い
と
思
っ
て
し
ま
い
、
本
を
読
む
の
が
少
し
退
屈
に
な
っ
て
い
た

▼
そ
ん
な
時
に
手
に
取
っ
た
の
が
、
児
童
文
学
作
家
5
人
の
競
作
リ

レ
ー
小
説
『
ぐ
る
ぐ
る
の
図
書
室
』
（
講
談
社
）
。
こ
の
本
は
あ
る
小

学
校
の
図
書
室
が
舞
台
で
、
も
や
も
や
し
た
気
持
ち
を
抱
え
た
小
学

５
年
生
た
ち
が
不
思
議
な
司
書
か
ら
不
思
議
な
本
と
出
会
う
き
っ
か

け
を
貰
い
、
気
持
ち
の
迷
宮
に
迷
い
込
む
と
い
う
お
話
だ
。
読
ん
で

い
る
と
「
木
の
葉
は
土
に
還
る
も
の
。
言
の
葉
も
同
じ
で
す
」
と
い

う
セ
リ
フ
が
心
に
残
っ
た
▼
そ
の
セ
リ
フ
は
不
思
議
な
司
書
さ
ん
の

言
葉
で
、
後
に
は
「
こ
れ
は
も
う
、
多
く
の
人
の
中
に
、
肥
や
し
と

な
っ
て
糧
と
な
っ
て
消
え
た
本
。
朽
ち
て
形
も
な
く
な
っ
て
、
読
ん

だ
こ
と
す
ら
覚
え
て
な
い
人
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
人
た
ち
の

言
の
葉
の
中
に
、
生
ま
れ
か
わ
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
続
く
▼
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
読
ん
で
き
た
本
の
、
言
葉
や
感
情
、
憧
れ
た
登
場
人
物

が
私
の
中
で
生
ま
れ
変
わ
っ
て
、
私
の
言
葉
や
思
考
に
少
し
で
も
影

響
を
与
え
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
鮮
明
に
思
い
出
せ
な
く
て
も
、

読
書
が
無
意
味
な
こ
と
で
は
な
い
、
と
こ
の
本
に
出
会
っ
て
思
え
る

よ
う
に
な
っ
た
▼
今
の
私
は
読
む
だ
け
で
な
く
記
事
を
書
き
、
言
葉

を
他
人
に
届
け
る
側
に
な
っ
た
。
小
説
家
の
よ
う
に
誰
か
の
心
に
響

く
よ
う
な
言
葉
は
出
て
こ
な
い
が
、
誰
か
の
言
の
葉
の
中
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
白
） 

２
日
目
で
は
向
山
さ
ん
自
身
も

欠
席
し
て
し
ま
い
、
そ
の
際
に
対

応
を
し
て
く
れ
た
副
委
員
長
や
本

部
の
メ
ン
バ
ー
に
は
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
と
思
い
を
語
っ
た
。 

向
山
さ
ん
は
「
３
年
生
に
と
っ

て
最
後
の
球
技
大
会
を
や
り
き
る

こ
と
が

で
き
て

良
か

っ
た
で

す
！
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
、

「
１
、
２
年
生
は
次
の
春
の
球
技

大
会
も
白
熱
し
た
試
合
を
し
て
く

だ
さ
い
」
と
熱
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
。 

 
 

 
 

 

（
月
） 

続
く
第
２
ピ
リ
オ
ド
も
、
１
Ｈ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
攻
撃
は
激
し

い
も
の
の
、
ど
ち
ら
も
点
は
入
ら

な
い
。
が
、
残
り
６
秒
で
２
Ｄ
が
２

点
奪
取
、
４
対
２
と
２
Ｄ
が
意
地

を
見
せ
た
。 

そ
し
て
第
３
ピ
リ
オ
ド
。
点
差

を
守
り
た
い
２
Ｄ
と
、
逆
転
し
た

い
１
Ｈ
。
シ
ュ
ー
ト
の
応
酬
が
続

く
も
入
ら
な
い
も
ど
か
し
さ
に
、

観
客
か
ら
は
悲
鳴
が
上
が
る
。
途

中
、
２
Ｄ
の
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
が
あ

っ
た
が
失
敗
。
こ
の
流
れ
を
利
用

し
て
１
Ｈ
が
巻
き
返
そ
う
と
す
る

も
、
２
Ｄ
は
攻
め
続
け
、
７
対
６
で

２
Ｄ
の
勝
利
と
な
っ
た
。 

 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
決
勝
は

３
Ａ
対
３
Ｆ
の
試
合
だ
っ
た
。
先

制
点
を
決
め
た
の
は
３
Ｆ
、
し
か

し
、
３
Ａ
も
強
烈
な
ス
パ
イ
ク
を

決
め
１
点
を
と
り
、
２
対
１
。
前
半

は
取
る
、
取
り
返
す
の
繰
り
返
し

だ
っ
た
。
流
れ
が
動
き
出
し
た
の

は
試
合
後
半
。
３
Ａ
が
得
意
の
ス

パ
イ
ク
を
打
ち
込
み
、
12
対
９
で

リ
ー
ド
。
そ
の
後
15
対
９
で
３
Ａ

今
回
の
秋
の
球
技
大
会
に
つ
い

て
球
技
大
会
実
行
委
員
長
の
向
山

統
さ
ん(

２
Ａ)

に
取
材
し
た
。
向

山
さ
ん
は
欠
席
者
が
多
い
中
で
も

前
回
大
会
に
も
劣
ら
な
い
白
熱
し

た
球
技
大
会
が
で
き
て
良
か
っ
た

と
振
り
返
る
。 

球
技
大
会
準
備
で
は
３
年
生
が

居
な
い
た
め
、
初
め
て
行
う
こ
と

も
あ
り
拙
い
部
分
も
多
く
あ
っ
て

大
変
だ
っ
た
そ
う
。 

球
大
当
日
は
朝
か
ら
と
て
も
暑

く
、
１
日
目
か
ら
熱
中
症
に
よ
る

体
調
不
良
者
が
続
出
。
熱
中
症
に

対
し
て
は
氷
の
配
布
を
対
策
と
し

て
行
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
向
山

さ
ん
は
「
も
っ
と
水
分
補
給
な
ど

に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
を
行
う
べ

き
だ
っ
た
」
と
話
す
。 

 

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル 

 

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
決
勝
戦
は
、

２
Ｋ
対
１
Ｋ
の
試
合
だ
っ
た
。
開

始
直
後
、
２
Ｋ
が
先
制
点
を
と
る

も
、
す
ば
や
く
１
Ｋ
が
反
撃
。
そ
こ

か
ら
は
２
Ｋ
も
１
Ｋ
も
譲
ら
な
い

展
開
に
な
っ
た
。 

に
追
い
つ
く
。
流
れ
は
完
全
に
３

Ｂ
か
と
思
わ
れ
た
が
、
再
び
声
掛

け
か
ら
３
Ｋ
が
流
れ
を
奪
い
、
４

連
続
奪
取
で
３
Ｂ
を
圧
倒
。
最
後

は

15
対

10
で
３
Ｋ
が
２
セ
ッ
ト

目
も
獲
得
し
優
勝
を
決
め
た
。 

 

サ
ッ
カ
ー 

 

試
合
は
２
Ｋ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
で

ス
タ
ー
ト
。
攻
防
が
続
く
中
、
２
Ｋ

が
ス
ロ
ー
イ
ン
か
ら
ヘ
デ
ィ
ン
グ

で
初
得
点
。
そ
し
て
ロ
ン
グ
シ
ュ

ー
ト
を
試
み
る
も
、
失
敗
。
２
Ｋ
は

追
加
点
を
狙
っ
た
が
、
３
Ｍ
に
阻

ま
れ
た
。
こ
の
後
も
２
Ｋ
の
攻
撃

は
続
く
が
、
３
Ｍ
が
守
り
切
り
、
試

合
は
折
り
返
し
に
。 

後
半
、
す
ぐ
に
２
Ｋ
が
シ
ュ
ー

ト
を
す
る
も
、
ゴ
ー
ル
上
を
通
過
。

同
点
に
追
い
つ
き
た
い
３
Ｍ
は
ゴ

ー
ル
付
近
か
ら
の
ス
ロ
ー
イ
ン
で

チ
ャ
ン
ス
を
作
る
が
、
２
Ｋ
は
こ

れ
を
阻
止
し
、
大
き
く
蹴
り
出
す
。

こ
の
パ
ス
を
受
け
た
２
Ｋ
は
鮮
や

か
に
２
点
目
を
き
め
た
。
後
が
な

い
３
Ｍ
も
ス
ロ
ー
イ
ン
で
得
点
を

つ
づ
く
第
２
ピ
リ
オ
ド
で
は
フ

ァ
ウ
ル
を
取
ら
れ
る
シ
ー
ン
が
多

く
、
緊
迫
し
た
静
か
な
試
合
と
な

っ
て
い
た
が
、
３
Ｄ
に
よ
る
ス
リ

ー
ポ
イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト
に
観
客
が

盛
り
上
が
っ
た
。
そ
の
得
点
を
き

っ
か
け
に
３
Ｄ
は
怒
涛
の
攻
撃
を

仕
掛
け
、
９
対
２
で
終
了
し
た
。 

最
終
ピ
リ
オ
ド
で
も
３
Ｄ
の
猛

攻
は
や
ま
ず
、
次
々
と
シ
ュ
ー
ト

を
決
め
、
最
終
ス
コ
ア
は
14
対
２

で
試
合
を
終
え
、
３
Ｄ
は
優
勝
を

つ
か
み
取
っ
た
。 

 

全
員
が
全
力
を
出
し
切
っ
た
２
日
間
。
今
号
で
は
９
月
19

日
、
20

日
に
開
催
さ
れ
た
球

技
大
会
の
状
況
と
、
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。（
編
集
部
共
同
取
材
） 

１
セ
ッ
ト
目
中
盤
、
１
Ｋ
が
２

Ｋ
に
よ
る
激
し
い
攻
撃
で
押
さ
れ

気
味
に
な
っ
た
が
当
て
返
し
て
立

て
直
す
。
し
か
し
２
Ｋ
の
怒
涛
の

攻
撃
や
パ
ス
回
し
に
よ
り
１
Ｋ
の

内
野
が
残
り
一
人
に
な
り
、
２
Ｋ

の
外
野
が
当
て
て
１
セ
ッ
ト
目
は

２
Ｋ
が
制
し
た
。 

両
チ
ー
ム
円
陣
を
組
み
士
気
を

高
め
て
か
ら
始
ま
っ
た
２
セ
ッ
ト

目
も
、
先
制
し
た
の
は
２
Ｋ
。
し
か

し
１
Ｋ
も
す
ぐ
に
当
て
返
し
、
２

Ｋ
を
追
い
詰
め
る
。
対
す
る
２
Ｋ

は
１
人
ず
つ
確
実
に
仕
留
め
る
戦

法
で
１
Ｋ
の
内
野
を
減
ら
し
て
い

き
、
決
勝
戦
は
２
Ｋ
が
制
し
た
。 

 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
決
勝
は

３
Ｋ
対
３
Ｂ
と
な
っ
た
。
第
１
セ

ッ
ト
序
盤
は
一
進
一
退
の
攻
防
が

続
く
。
そ
ん
な
中
、
３
Ｂ
が
流
れ
に

乗
っ
て
リ
ー
ド
を
奪
う
。
し
か
し
、

負
け
じ
と
３
Ｋ
も
食
ら
い
つ
き
、

声
掛
け
か
ら
流
れ
を
つ
か
ん
で
試

合
は
同
点
に
。
そ
の
後
３
Ｋ
は
点

を
連
取
。
第
１
セ
ッ
ト
は
３
Ｋ
が

獲
得
し
た
。 

 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

 

第
二
体
育
館
に
、
様
々
な
ク
ラ

ス
の
声
援
が
響
く
。
手
に
汗
握
る

試
合
と
な
っ
た
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
決
勝
戦
第
１
ピ
リ
オ
ド

で
、
先
に
ボ
ー
ル
を
と
っ
た
の
は

１
Ｈ
。
し
か
し
膠
着
状
態
が
続
き
、

第
１
ピ
リ
オ
ド
は
無
得
点
で
終
わ

る
と
思
い
き
や
、
１
Ｈ
が
シ
ュ
ー

ト
！
だ
が
２
Ｄ
に
フ
リ
ー
ス
ロ
ー

を
許
し
て
し
ま
い
、
１
対
２
と
１

Ｈ
が
わ
ず
か
に
リ
ー
ド
し
た
。 

第
２
セ
ッ
ト
で
は
立
ち
上
が
り

か
ら
３
Ｋ
の
ペ
ー
ス
で
試
合
が
進

み
、
６
対
０
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
３

Ｂ
が
立
て
続
け
に
得
点
し
、
同
点

むらさき草 

（１） No. ４３０（RE） １版 Ⓒ錦城高校新聞委員会編集室 2023 

一
面
：
球
技
大
会
は
楽
し
か
っ
た
で
す
か
？ 

 
 

 

み
ん
な
で
振
り
返
る
、
秋
季
球
技
大
会
‼ 

二
面
：
ＭⅤ

Ｐ
は
だ
れ
だ
‼ 

 
 

 

ま
さ
か
の
４
冠
達
成
者
現
る⁈
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・・・・・・・ 

２０２３年（令和５年）９月３０日（土曜日） 

熱い試合が心を動かした球技大会だ

が、その裏では、一階自販機前にペット

ボトルが散乱するという事態が起きた。

そのペットボトルの捨て方について生

徒部主任の石塚友規先生にお話を伺った。 

ペットボトルの使用については①水筒替わり②家から持参した

ボトルは学校で捨てない③学校で購入した場合、自販機専用のごみ

箱に捨てる、の三つが原則だ。石塚先生は「ペットボトル販売は生

徒の希望を受けての結果」と話し、錦城生が自身の行動を深慮する

必要性を主張した。先生は、今回の事態を目の当たりにしたとき「並

べておけばよい、みんながやっているから」という考えは意識が低

いと感じたという。「片付けをしてくれたのも同じ錦城生だ」と石

塚先生は語る。 

最後に、石塚先生は「1500 人いるからこそ、一人一人の思いや

りの気持ちを大切にしてほしい」と錦城生にメッセージを送った。  

自身の行動によって困る人がいないかを考えてほしい、と想像力

を働かせることの重要性を教えてくれた。         （普） 

 

狙
う
が
、
２
Ｋ
に
阻
ま
れ
る
。 

 

終
盤
、
２
Ｋ
の
ハ
ン
ド
に
よ
り
、

ゴ
ー
ル
前
キ
ッ
ク
を
す
る
チ
ャ
ン

ス
を
手
に
し
た
３
Ｍ
だ
っ
た
が
、

最
後
は
２
Ｋ
の
鉄
壁
の
守
り
の
前

に
砕
け
散
っ
た
。 

 

勝敗を分ける運命の１ゴール 

鋭いスパイクで得点 栄光目指してシュート！ 

円陣で気合を入れる 

ゴールへのロングパス 
熱戦の裏で衝撃光景 

得点目指してボールをつなぐ 

2 日間の大役を務めた 



（２） 

           

サッカーでＭＶＰを獲得したのは田中昌陽さん(２Ｋ)。優勝し

た感想を「１年生の球大からサッカーに出場していて、今回の優勝

はとてもうれしいです」と話した。中学時代はサッカー部に所属し

ていたという田中さん。錦城ではサッカー部には所属していない

ため、制限がかからない中で出場し、しっかりとメンバーを引っ張

ることができたという。自身がＭＶＰに選ばれた感想については

「１日目からコンスタントに得点を決めることができたので『自

分が選ばれるかも』と思っていましたが、本当に選ばれてうれしか

4 度目のＭＶＰに輝いた大島遥さん(２Ｋ)は秋季球技大会に

ついて、どの試合も緊張したが、試合開始の笛が鳴った瞬間に

みんなで集中して試合に取り組むことができたので良かったと

振り返る。また、決勝の勝因を大島さんは「春球体と同様にみ

んなで逃げる人と投げる人で役割分担を徹底させたことだと思

います」と話した。 

4 度目のＭＶＰについて「ＭＶＰ受賞を繰り返すにつれて、次

も受賞できるかという不安をとても感じていたので、とれて安

心しました」と語る。 

男子バスケットボールでＭＶＰに輝いたのは岡

本聡一さん(３Ｄ)。岡本さんはＭＶＰを受賞できた

ことももちろん嬉しかったそうだが、そのことより

も春季球技大会で男子バレーボールで優勝し秋季

球技大会で男子バスケットボールで優勝すること

を目標としていたそうで、それを達成できたことの

ほうが嬉しかったという。 

球大前にはメンバーで昼に集まるなど練習を行

ったそうで「オフェンスの形を意識していて、それ

を勝利に活かせたと思います」と振り返る。そして、

女子バスケットボールで見事ＭＶＰに選ばれたのは、高野陽菜さん

(２Ｄ)だ。高野さんは、ＭＶＰに選ばれた感想を「チームメイトも頑

張っていたので、その中でも選ばれたことが嬉しいです」と話す。 

勝利へ向けてチームで練習したことは特にないそうだが「ボールを

持ったらシュートを狙う」攻めの姿勢で作戦を立てていたという。決

勝戦で勝利できた要因を聞くと「今までより長かったのですが、フリ

ースローを貰えた時に少し休む時間を貰えたり、フリースローを決め

てくれたりしたことだと思います」と語る。 

クラスメイトへのメッセージを聞くと「一緒に戦ってくれた人は、

全力で走って、シュートしてくれてありがとうと言いたいです。自分

たちの試合がほかの種目と被っていることが多く、決勝の応援が一番

大きく、盛り上がっていたので、びっくりしました。力にもなったし、

ありがたかったです」と話してくれた。           (白) 

 

男子バレーボールのＭＶＰに選ばれたのは、鮮やかなス

パイクを何度も決め観客を沸かせていた濱口太陽さん(３

Ａ)。今大会優勝までの道のりについて話を聞いた。 

春季球技大会では決勝で３Ｄに負け、惜しくも準優勝と

いう成績だった３Ａ男子バレーボールのチーム。今大会に

向けてスパイクやレシーブを中心に練習を進め、夏休み中

も頻繁に練習したという。「絶対に優勝しようと思っていま

した」と話す濱口さんは、優勝した感想を「最高です」と一

言で表現した。 

濱口さんにとって、今回優勝できたのは男子バレーボー

ル部に所属している松塚優真さん(３Ａ)の存在が大きかっ

女子バレーボールＭＶＰに輝いた鈴木詩生さん(3Ｋ)に

お話を聞いた。「今回は、私がＭＶＰをいただいたのですが、

バレーはみんなでボールを繋ぐものなのでチームのみんな

がＭＶＰだと思います。みんなにＭＶＰをあげたいです」

とチームメイトへの感謝の気持ちを語った。 

鈴木さんのチームでは球大前の休日に男子バレーボール

に出場するクラスメートと公園で練習をしたり、チームで

フォーメーションを確認する時間をつくったといい、その

ことが優勝につながったのではないかと話す。また、決勝

では得点しても失点しても積極的に声掛けをしている姿が

・・・・・・・ 

多くの盛り上がった試合と活躍

する錦城生の姿が見られた秋季球

技大会。その中でも各種目で優勝

したクラスの MVP に、MVP に選

ばれての感想やチームの戦略、印

象に残った試合のシーンなどにつ

いて取材した。 (編集部共同取材) 

Ⓒ錦城高校新聞委員会編集室 20２3 ２０２３年（令和５年）９月３０日（土曜日） 

たそう。「チームにはセッターとスパイカーがそれぞれ 2 人ずついて、それも強みだったのだと思います」

と話し、最後にクラスメイトへ向けて「大好きです！」と笑顔で感謝の意を伝えた。       (歩) 
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ったです」と語った。田中さんは今大会通算６得点を決めたそうだ。 

また、優勝の要因を「信頼感」だと田中さんは話す。「守備のメンバーが頑張ってくれたおかげで自

分は安心して攻撃に徹することができ、それが勝利につながりました」と今大会無失点だったというデ

ィフェンス陣を称賛した。また、相手ディフェンスの裏に抜け出してゴールを決めることができる点が

自身の強みだと語り、実際に味方がそこにパスを出して得点したことも多かったそうだ。 

最後に「サッカーでの優勝、総合優勝など、すべてクラスのみんなのおかげです。本当にありがとう

ございました」と感謝の言葉で締めくくった。                       (香) 

 

特に印象に残っているのは２Ｄとのサドンデスの試合、互いに 2 対 2 の時味方の一人がキャッチして

流れを変え、ギリギリで勝利したそうだ。そのためＭＶＰについて「私だけがＭＶＰではなくみんなが

ＭＶＰだと思います！」と力強く答えてくれた。最後にクラスのみんなへ向けて「２Ｋ大好き！！」と

送り、次回の春球体について「今回でＭＶＰ4 冠を達成できたので次は 5 冠を目指していこうと思いま

す」と意気込みを語った。                                (月) 

今回の球大を通して、前向きな思考になれたといい「この意識を保ったまま、受験に向けてこれか

らも頑張っていきたいと思います」と熱く語ってくれた。               （紫） 

見られた。鈴木さんが所属しているバレー部では『雰囲気で勝つ』ということを大切にしているそうで、

積極的な声掛けを意識しているそうだ。「本番では普段のバレー部の取り組みを実践することで、良い雰

囲気のまま試合に臨むことができ、楽しくプレーをすることにもつながったと思います」と笑顔で話して

くれた。                                         (蘭） 

2023年　秋季大会
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男子 女子
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サッカー バレー バスケ ドッジ バレー バスケ

得点
サッカー バレー バスケ ドッジ バレー バスケ

男子 女子

１学年優勝：1 年 H 組 

３学年優勝：3 年 A組 

総合優勝：２年 K組 

優勝の要因は「信頼感」 ２K のみんなに愛を伝える 

「チームで勝ち取った 

トロフィーです」 

「前向きな思考になりました」 

「みんなのことが大好きです💛」 「みんなのおかげで MVP を取れました」 
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